
『製品環境評価（CFP/LCA）【WEBｾﾐﾅ-】』 ｾﾐﾅ-申込書　　　＜　■LIVE配信　　■ｱ-ｶｲﾌﾞ配信　＞

　必要事項をご明記の上、FAXでお申込み下

さい。弊社で確認後、必ず受領のご連絡をい
たします。受講用URLは後日お送りいたしま
す。

　セミナーお申込み後のキャンセルは基本的
にお受けしておりませんので、ご都合により出
席できなくなった場合は代理の方がご出席く

ださい。

     〒135-0016　東京都江東区東陽3-23-24　VORT東陽町ビル7階
TEL)  03‐5857‐4811  FAX)  03‐5857‐4812  URL)  https://www.rdsc.co.jp/

NO. 2603105

◆日時：2026年3月5日（木）13：00～16：00

　　　　　【アーカイブ配信：3月6日（金）～3月20日（金）】

◆会場：自宅や職場など世界中どこでも受講可　

◆聴講料 ： 1名につき49,500円（税込、資料付）　

お申込み･振込に関する詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/entry

個人情報保護方針の詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/privacy□Eメール　　□ 郵送 会員登録（無料）　※案内方法を選択してください。複数選択可。

　2024年より欧州電池規則やエコデザイン規則が欧州で施行され、欧州

に上市する蓄電池やアパレル品、タイヤ、家具について、環境評価が要

求されています。また、日本においてもグリーン購入法において、公共調

達する印刷機やカーペットタイルについてはCFPの開示を、またペットボト

ルや文具、包装材についてリサイクル材/バイオ材の含有率の開示が要

求されています。同様に中国、米国においても、公共調達要件において

製品の環境評価が必要となります。環境評価開示の延長においては、削

減・改善が要求されます。

　本講義では、CFPやLCA、リサイクル材含有率などの現在トレンドとなる

製品環境指標と、欧・日・米・中における各種環境規制・イニシアティブと

の関係性を解説し、各種脱炭素技術（省エネ技術、再エネ技術、リサイク

ル技術等）が各製品環境指標へ及ぼす影響を示唆します。脱炭素技術の

R&D担当者、脱炭素に関する新事業開発担当者、脱炭素事業の経営企

画担当者においては、本講義を通して、進出先のESGマーケットやニーズ

の理解が深まりますので、ぜひご参加ください。

●講師 : K&ESG（株）　代表取締役社長　野底 琢　氏

【LIVE配信セミナーとは？】

・本セミナーは「Zoom」を使ったライブ配信セミナーとなります。「ミーティング用Zoomクライアント」をダウンロードするか、Web ブラウザから参加するかの2種類がございます。 

  ZOOM WEBセミナーのはじめかた（http://www.rdsc.co.jp/files/instruction/zoom.pdf）をご覧ください。

・お申込み後、受理のご連絡メールをさせていただきます。一部メールが通常セミナー形式（受講券、請求書、会場の地図）になっておりますが、LIVE配信のみのセミナーです。

・お申込み後、接続テスト用のURL（https://zoom.us/test）から「ミーティングテストに参加」を押していただき動作確認をお願いします。

・後日、別途視聴用のURLをメールにてご連絡申し上げます。セミナー開催日時の10分前に、視聴サイトにログインしていただき、ご視聴ください。

・セミナー資料は前日までには、お送りいたします。タブレットやスマートフォンでも視聴できます。

＜脱炭素技術の市場投入に向けて＞

 欧・日・米・中の製品環境評価（CFP/LCA等）の

 法規則・イニシアティブの動向解説 【LIVE・アーカイブ配信】

【プログラム】 ※一部修正をさせていただく場合がございます

１．要求される製品単位の環境評価指標の概要
　1-1　CFP（カーボンフットプリント）について

　1-2　LCA（ライフサイクルアセスメント）について

　1-3　資源循環周りの指標について

　1-4　CoC（チェーンオブカスタディ）について

　1-5　人権・環境DDについて

２．各国の製品環境規制・イニシアティブの動向
　2-1　欧州の規制動向

　2-2　日本の規制動向

　2-3　米国の規制動向

　2-4　中国の規制動向

３．脱炭素施策が各環境評価指標へ及ぼす影響
　3-1　省エネ技術と環境指標との関係性

　3-2　再エネ技術と環境指標との関係性

　3-3　リサイクル技術と環境指標との関係性

　3-4　トレサビ管理技術と環境指標との関係性

４．環境評価指標別の顧客課題

５．サプライチェーン排出量などの組織単位指標と

　　製品単位指標の関係性
【質疑応答】

【習得できる知識】

・脱炭素技術のR＆Dに係る中堅技術者の方

・脱炭素領域における新規事業開発を担当する中堅社員の方

URL：https://www.rdsc.co.jp/seminar/2603105

セミナーお申込みＦＡＸ
０３－５８５７－４８１２

※お申込み確認後は弊社よりご連絡いたします。

1名分料金で
　2人目無料

※会員登録（無料）をしていただいた方には下記の割引・特典を適用します。
　　　・1名でお申込みされた場合、1名につき38,500円（税込）
　　　・2名同時でお申し込みされた場合、2人目は無料（2名で49,500円（税込））


